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■システムの構成 

ボイラー制御装置 

制御ネットワーク 

運転データ蓄積 
サーバーシステム 

解析ＰＣ 

・運転データ 
・追加温度計データ 

保守履歴管理 
サーバーシステム 

ViewerＰＣ 

図 ボイラー保守技術の高度化構成（イメージ） 

・保守技術の高度化とは、効率的なボ
イラー保守管理を行うため、ボイ
ラーの運転監視と、ボイラーの高圧
部位で想定される様々な損傷要因に
対し、寿命評価を行うことで保守計
画の高精度化・最適化を支援する取
り組みです。 

 
・本システムは、既設のボイラー制御
装置から運転データや温度計データ
を蓄積するサーバシステム、ボイ
ラー構造データを加味し解析する解
析ＰＣ、３Ｄモデルを活用した保守
履歴管理データを蓄積するサーバー
システム、これらの運転データ、解
析結果、保守履歴を確認する
ViewerＰＣで構成されます。 



 苫東厚真発電所４号機の概要図  ボイラー（断面イメージ図） 

■システムの機能 

この部位に 
温度計を増設 

詳細断面 

■苫東厚真発電所４号機ボイラーの概要 
 

 ボイラーは合計8,000本以上の管で構成 
   温度計の追加により監視および保守精度の向上 



■システムの機能 
・運転監視精度向上 

ボイラー内の管配列（断面図） 

 
温
度

 

従来 
：既設温度計 設置位置 

：追設温度計 設置位置 

■ボイラー温度計を約６倍に増設 
 

      温度分布の把握精度が向上 

     （これまで見えていなかった高温箇所の把握も可能） 

 
温
度

 

温度計追設以降 

３Ｄグラフ化 

ボイラー管の温度分布３Ｄグラフ化例 



■システムの機能 

・寿命評価精度の向上 

■蓄積したボイラー温度等データから応力解析を行い、寿命消費量を計算。 
 

   実測データに基づき、ボイラー各部位の寿命消費量を計算することで、 

   寿命評価精度が向上し、不具合が発生する可能性が高い箇所を予測する 

ボイラー配管別の累積寿命消費率3Dグラフ ボイラー上部に配置の配管構造図 例 
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■システムの機能 

・ボイラー保守履歴管理 

②保守履歴管理表 

①ボイラー部位別保守結果を登録 

日時 
◯年 
◯月 
◯日 

ボイラ 
部位 

内容 
・点検結果 
・補修結果 
  等を記載 

ボイラ 
部位 

点検箇所 
点検内容 

点検部位の仕様 
点検による 

保守管理スケジュール 

①ボイラーの部位別に保守結果を登録し、
②保守履歴管理表または③３Ｄ表示により
保守履歴（色分けによりわかり易く表示）
が確認できます。 
これにより、効率的なボイラーの保守管理
を可能とします。 

③３Ｄによる保守履歴 

着色部：補修済部位例 
（本図はサンプルです。） 

■蓄積した保守履歴データについて、データベース化し検索が簡素化 
 

     保守履歴の管理が容易となり、保守計画の最適化・省力化が可能 


